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様式第 3 号（第 4 条関係） 

 

 

会       議       録  

 

 

1 附属機関等の会議の名称  

   令和 4 年度  第 2 回  松川町資料館運営委員会  

 

2 開催日時    令和 5 年  3 月  25 日（土）   14 時 30 分～16 時  

 

3 開催場所  

   松川中央公民館えみりあ  会議室  

 

4 出席者氏名  

  資料館運営委員  

     米山郁子委員  間瀬重男委員  亀山勝保委員  北原紀子委員  

     米澤正幸委員  矢澤登委員  中村美幸委員  

  事務局  

     生涯学習課長：高根竜二   資料館長：福島俊美  

     文教施設係長：矢沢秀子   文教施設係：伊坪達郎  米山梓  

 

5 協議事項  

   （1）令和 4 年度  事業報告   

 

6 報告事項  

   （1）図書館・資料館  大規模改修について 

   （2）その他  

 

7 傍聴人の数  

   なし 

 

8 会議資料の名称  

   令和 4 年度  第 2 回  松川町資料館運営委員会資料  
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9 審議の概要  

 

 1.開会  

 2.挨拶  

資料館長・運営委員長  

 3.協議事項  

 （1）令和４年度事業報告  

＜説明＞ 

  （1） 令和 4 年度事業報告について 

      資料「令和 4 年度  事業報告」に基づき事務局より説明  

 

 ＜質疑＞ 

  （1）資料整理・目録作成について 

   委員 A 

上片桐公民館にあった資料の整理をしてもらいとても有難かった。この資料は上片桐公

民館の小会議室押し入れに保管されており、確認すると上片桐村役場の資料だということが

分かったので資料館へ依頼した。上片桐史学会の方々がまとめて整理してあったものだが、

今回資料館で整理しなおしてもらったことで後へ引き継いでいくことができる。  

その資料を今後一旦上片桐区で保管していきたいと考えているが、調査や閲覧に関する

問い合わせにはどのように対応するのがよいか。 

 

   事務局  

     公文書として他の村役場の文書とあわせて保存していくのがいいと思われるが、現状資料

館の収蔵庫に保存できるだけのスペースもないことから、当分は区で保存をお願いしたい。目

録を作成して上片桐支所にも置いてあるので、調査・閲覧についてはまずは支所へ問い合

わせてもらい、支所から資料館へ連絡をもらう手筈としたい。調査・閲覧時には資料館職員

が立ち会う。目録から見たいものを探してもらい、問い合わせをしてもらうようにする。  

 

  （2）企画展について 

   委員 B 

     前回の運営委員会で資料館に寄贈された松下拡さんの書籍などを展示する企画展をお

願いしたが、展示はできないか。書籍だけでなく、絵の展示や足跡をたどるようなものをやって

ほしい。絵についてはやまなみ美術会などとも連携していくと良いと思う。  

 

    事務局  

     ご本人著作の書籍だけでなく、戦後の青年団や婦人会の文集なども寄贈を受けているの

でそういった資料もあわせて展示できるよう検討していきたい。 
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  （3）展示スペース等について 

   事務局  

    階段スペースを利用した展示は過去の委員会で意見を頂いたことではじめた。  

    公民館の入り口での展示が増えたことで資料館の展示ホールをつかった展示が減っている

状況。まずは資料館に入りやすいように工夫していこうと考えている。図書館・公民館と一体

になった複合施設なのでそれを活かしていきたい。展示ホールには北島新平さんの油絵も新

しく飾った。少しずつ工夫して外から来やすい施設にしていきたい。 

 

   委員 B 

    １月から２月にかけて行った仏画展は何人ほど来館したか。  

 

   事務局  

    一週間で 70 人～100 人程度の来館があった。 

 

   委員 C 

    展示ホールの活用について、声がけをしているか。 

 

   事務局  

    これまであまり積極的な声掛けができていなかった。これから広く使ってもらえるよう、４月号

の公民館報に情報を掲載し周知する予定。 

 

  （3）学校との連携について 

   委員 D 

    小中学校との連携を今後どうしていくか。 

 

   事務局  

    コロナ禍が明けてきたことで学校へも声がけをしているが、まだ学校も慎重になっている様子

もある。今後は図書館・資料館の改修工事もあるので、閉館前に出向いて講座を開くなど学

校と 連携を図っていきたい。最近は学校でも副読本の活用が進んでいる様子なので、今後

授業での資料館の利用も進んでいくのではないかと考えている。 

 

   委員 D 

    成長とともに地域を知ることが大事になっていく。積極的な働きかけを。  

 

   事務局  

    展示を見てもらうだけでなく、道具を実際に手に取ってさわってもらうような機会も作っている。

今後も継続し、学校とも連携を図っていく。 
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   委員 D 

    自分の住むところがどのような所なのか知る機会が大事。そういったことを進めることで地域

の活性化にもつながっていくのではないか。子どもだけでなく、大人にもそのような講座を開く

など機会を作ってほしい。 

 

   事務局  

    講座の開催については今後検討していく。お年寄りが集まるコミュニティカフェからは文化

財パズルの貸し出しについて問い合わせがきた。パズルや近代の展示などを活用しながら歴

史や文化に親しんでもらえるような機会を作りたい。  

    また、普段見ることのできない収蔵庫の中を見学する機会なども設けていきたい。  

 

   委員 E 

    バックヤードツアーとてもいい。松川町の観光施設は屋外が多いので、雨天時にも楽しめる

場としてぜひそういった企画をしてほしい。  

 

 4.報告事項  

 （1）図書館・資料館大規模改修について 

＜説明＞ 

 （1） 図書館・資料館大規模改修ついて事務局より報告  

  ・令和４年度  設計業務完了  

  ・令和５年度  秋から工事に着手予定  

  ・工事中は一定期間資料館を完全閉館する 

  ・改修予定箇所について 

  ⇒照明の LED 化、外壁、屋根（雨漏り）、空調設備（図書館と資料館の冷暖房設備の分離、 

   展示ホール・展示室・収蔵庫を含む全館空調の導入）等  

 

 （2） 資料館施設管理、運営状況について事務局より報告  

 

 ＜質疑＞ 

  質疑・意見なし 

 

 5.閉会  

 

以上  

 


